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■ 百貨店事業

※神戸阪急、高槻阪急は本年実績のみ。

○ 全店の概況 ※既存店ベースの売上高が20ヶ月連続で前年実績を上回る。

・ 消費増税に端を発した消費ﾏｲﾝﾄﾞの低下が継続。さらに土日祝日が2日減の影響も響く。ｶﾃｺﾞﾘｰ別では、ﾌｰﾄﾞが堅調
も、ﾌｧｯｼｮﾝ中心に低調な動き。冬物ﾌｧｯｼｮﾝは、ﾒﾝｽﾞ・ﾚﾃﾞｨｽともに苦戦。ｸﾘｽﾏｽ商戦も日回りの影響等で苦戦。

・ 高額品は増税の影響から回復基調にあるものの、ｼﾞｭｴﾘｰ、ｳｵｯﾁの動きが依然鈍い。

・ ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞは、中国人売上は堅調も、香港、韓国のﾏｲﾅｽの影響が響き、前年実績に届かず。

・ 阪急本店は、冬物ﾌｧｯｼｮﾝが苦戦するとともに、改装工事による面積減の影響もﾏｲﾅｽに働く。また、売上規模の大き
いｸﾘｽﾏｽ商戦が、前年の直近3連休の反動や、ｷﾞﾌﾄﾆｰｽﾞの変化、購買単価ﾀﾞｳﾝの影響で苦戦。

・ 阪神梅田本店はﾌｰﾄﾞが、生鮮・惣菜を中心に堅調も、ｺｰﾄやﾏﾌﾗｰ、手袋など冬物ﾌｧｯｼｮﾝが苦戦。

・ 支店もﾌｰﾄﾞは堅調も、ﾌｧｯｼｮﾝが苦戦。12店舗中9店舗が前年割れ。

・ 10月にｵｰﾌﾟﾝした「神戸阪急」「高槻阪急」は両店ともﾘﾆｭｰｱﾙしたﾌｰﾄﾞが牽引し、想定通りの売上。新客も増加。

○ 阪急本店の概況

・ 阪急うめだ本店は、暖冬の影響により、ﾒﾝｽﾞ・ﾚﾃﾞｨｽともにｺｰﾄやﾆｯﾄなど冬物ﾌｧｯｼｮﾝが苦戦。上層階の改装による
一部売場閉鎖の影響もあり、ﾌｰﾄﾞ以外は全体的に低調。

・ 食品は、「ﾀﾙﾃｨﾝ｣「ｻﾞ･ﾃｲﾗｰ｣の2つの新ﾌﾞﾗﾝﾄﾞが連日完売で盛況の洋菓子が牽引。おせち料理は好調。

・ ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞは、韓国、香港の売上が低迷するも、売上ｼｪｱの高い中国人売上が堅調で、全体では前年並み。
化粧品など消耗品が不調も、ﾗｸﾞｼﾞｭｱﾘｰﾌｧｯｼｮﾝなど一般品が好調。

・ 高額品は、増税の反動と、昨年大口受注があったこともあり、ｼﾞｭｴﾘｰが苦戦。

・ 阪急ﾒﾝｽﾞ大阪は、ｺｰﾄやﾌﾞﾙｿﾞﾝなど冬物ﾌｧｯｼｮﾝが苦戦。ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞは日本にしかないﾌﾞﾗﾝﾄﾞなどの指名買いが牽引。

※過去1年間の売上高推移

※神戸・高槻阪急を除く

■ 食品事業
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＜本件に関するお問合せ先＞
エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 広報室 TEL：０６-６３６７-３１８１

★数値は速報値のため、確報値とは誤差が生じることがあります。


